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刊行 にあた って

中野市にも数多くの埋蔵文化財があり、鋭意の保護や保存に努めている。今回の調査

は資材置き場の建設に先立ち、関係各位のご協力によって、実施 した記録保存の調査報

告書である。

埋蔵文化財の記録保存(発 掘調査)に は多くの課題があることは周知の事実である。

今回の調査が実施 され、記録保存することができたのも、開発者である小林建業の多大

なご協力を得た結果である。

今後とも開発との調和を図 り、関係各位のご理解 とご協力を賜 り、国民共有の財産で

ある埋蔵文化財の保存に努力 していく所存であります。

平成7年3月

中野市教育委員会

教育長 小林治己



緒言

1本 調査は長野県中野市大字牛出に所在する牛

出城跡遺跡の調査報告である。

2本 調査は小林建業の委託により、中野市教育

委員会が実施 した。

3発 掘等専門的な業務については中野市文化財

保護審議会会長金井汲次氏の指導のもと、池田実

男、中島庄一が行った。



牛出城跡遺跡の調査概要

1牛 出城跡遺跡は中野市大字牛出に所在し、古

くか ら居館趾として知 られていた。

千曲川の河岸段丘面上の平坦面に立地 している

が、居館吐の立地する部分は微高地になっている。

すでに、畑耕作等によるものか、土塁は西面 と北

面を残すのみであり、堀 も北側に残るのみであっ

た。現存する北側の土塁には屈曲部が認められる。

調査は資材置き場の建設に伴 うもので、居館祉

の北東部分の約四分の一程を調査 したのみであ

り、現存する土塁については調査対称外 となって

いる。

2調 査の結果、東側部分の堀や建物祉、土坑、

井戸跡を検出している。

特に注 目される遺構1として、北側の土塁に平行

するように検出された溝がある。溝 を延長すると

現存する北側の土塁の屈曲部に連なる。現存する

土塁以前の ものと考えられる。

この溝の存在か ら、溝が存在 していた段階 と溝

が埋められて しまった段階の二時期を想定でき

る。第1段 階では土塁が存在 したか否かが問題 と

なるが、確認できなかった。溝の規模から考えれ

ば、土塁が存在せずに、周囲を区画していたので

はないだろうか。

柱穴が大量に検出されたが、乱雑で規則性を見

いだす事ができず、建物肚の復元については苦慮

した。とりあえず、視覚的に7棟 を想定 したが、

暫定的なものである。おそらく、何回かにわたる

立替があったと推測されるが、柱穴の覆土の色調

や質感などはほとんど変化せず、見分けることが

できなかった。

土坑も随所に検出されたが、その性格などにつ

いては明 らかにしえなかった。

井戸肚は3基 検出されているが、いずれも隣接

しており、人為的に埋め戻 した痕跡も認められる。

したがって、3基 が同時に存在 したのではないだ

ろう。

遺物はほとんどなく、僅かに北の土塁に平行す

る溝から土師質皿が出土 したのみであり、本居館

肚の時期を決定することはできなかった。

その他、旧石器時代の遺物、縄文時代の石器、

古墳時代の土器が検出 されている。

古墳時代の土器は細い溝の中から検出 したが、

溝の性格については不明である。

3時 間的な制約等から、遺構や遺物についての

詳細な検討を行えず、本調査報告書は図版 を中心

としたものになって しまった。多くの方々にご迷

惑をかけるものと思うが、今後機会を得て、再報

告 したい。
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第1図 遺跡の位置
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第2図 立地地 形 と.位置
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第3図 調査区
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第4図 基本土層図

第5図 グリット配置図と調査部分
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第6図 遺構配置図
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第7図 柱穴土坑配置図
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第8図 掘 立柱 建物 趾(No.1)
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第9図 掘立 柱建 物」止(No.2)
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第10図 掘立柱 建 物趾(No3)
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第11図 遺構実測図(溝)
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第12図 土坑 実測図(No.1)
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第13図 土坑 実測 図(No.2)
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第14図 土坑 実測 図(No.3)

第15図 井戸 実測図(No.1)
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第16図 井戸 実測 図(No.2)
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第17図 石 器 ・土器 実測 図
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第18図 石器実測図
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第20図 古銭拓影図
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第21図 石器実測図

σ
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第22図 柱 穴 実測図(No.1)
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第23図 柱穴 実測 図(No.2)
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第24図 柱穴 実測 図(No.3)
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第25図 柱 穴実測 図(No.4)

一25一



第26図 柱 穴実測 図(No.5)
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第27図 柱 穴実測 図(No.6)
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第28図 柱 穴 実測 図(No.7)
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第29図 柱穴 実測 図(No.8)
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第30図 柱 穴 実測 図(No.9)
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第31図 柱穴 実測 図(No.10)
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第32図 柱 穴 実測 図(No.11)
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第33図 柱 穴実測 図(No.12)
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第34図 柱 穴実 測図(No.13)
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第35図 柱 穴実測 図(No,14)
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第36図 柱 穴実測 図(No.15)
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第37図 柱穴 実測 図(No.16)
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第38図 柱 穴実測 図(No.17)

一38一



第39図 柱 穴実 測図(No.18)
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第40図 柱 穴実測 図(No.19)
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第41図 柱穴 実測 図(No.20)

'
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第42図 柱 穴実測 図(No.21)
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第43図 柱 穴実測 図(No.22)
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第44図 柱穴 実測 図(No.23)
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写真図版

調査区(南 東部分)

調査 区(南 東部 分)
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調査区土層堆積(南)

調査 区土 層堆 積(西)
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調査区土層(北)

調 査区(北 東部 分)
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調査区(北 西部分)

調査 区(北 西部 分)
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調査区(北 西部分 古墳時代の溝)

調 査区(北 東 部分)
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調査区(南 西部分)

調査 区(南 西 部分)
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調査区(南 西部分)

調査区(南 西部分)
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調査区(南 西部分)

古 墳時 代の溝
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古墳時代の溝

古 墳時代 の溝
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中世の溝(北 部分)

中世の溝(北 部分)
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東側堀

第10号 土坑
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第5号土坑

第11号 土坑
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第22号 坑

井 戸上 面(15図)
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第11号 坑

第7号 坑
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第13号 土 坑

第7号 土 坑
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第5号坑

第12号 土坑

一60一



第7号坑

第23号 土坑
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第7号土坑

第11号 土坑
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第9号土坑

井 戸(第16図)
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井戸(第15図 上面)

井 戸(第15図)

一64一



井戸(第16図1)

井 戸(第15図)
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柱穴内石出土状況

柱 穴 内石 出土状 況
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柱穴内石出土状況

柱 穴 内石 出土状 況
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